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災
害
弱
者
を
守
れ

東
日
本
大
震
災
で
は
、
様
々
な
障
害
を
も
つ
人
々
も
被
災
し
、

計
画
停
電
や
公
共
機
関
の
節
電
な
ど
で
、
首
都
圏
に
住
む
障
害
者

の
生
活
も
大
き
な
影
響
を
受
け
た
。
津
波
か
ら
の
避
難
誘
導
、
そ

の
後
の
生
活
支
援
の
現
状
と
、
課
題
を
検
証
し
た
。

パ
梅
崎
正
直
、
安
田
武
晴
、
高
橋
圭
史
)

逃
げ
る
時

3
月
11
日
、
高
さ
8
層
の
津
波

に
襲
わ
れ
た
青
森
県
八
戸
市
。
視

覚
障
害
が
あ
る
田
村
政
雄
さ
ん

(63
)は
、
震
度
5
強
の
揺
れ
を
、

海
岸
か
ら
11
菌
ほ
ど
の
自
宅
で
感

じ
た
。
す
ぐ
に
停
電
。
広
報
車
は

走
り
回

っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
内

容
が
聞
き
取
れ
な
い
。
何
が
起
き

て
い
る
の
か
す
ら
わ
か
ら
な
か
っ

た
。不

安
と
恐
怖
の
な
か
、
ひ
と
り

で
自
宅
に
3
時
間
。
長
男
が
駆
け

付
け
た
と
き
に
は
、
集
落
の
他
の

住
民
は
み
な
避
難
所
に
移
動
し
て

い
た
。
最
も
大
き
な
津
波
は
、
自

宅
か
ら
1
0
0
癖
の
距
離
に
ま
で

迫
っ
て
い
た
。

「
警
察
も
消
防
も

地
域
の
人
も
、
誰
も
声
を
か
け
て

く
れ
な
か

っ
た
」
と
さ
び
し
げ
に

話
す
。

死
者

・
行
方
不
明
者
約
8
6
0

人
を
出
し
た
岩
手
県
宮
古
市
。
港

轟3県 の 障害 者 数(2009年 度
の手帳交付数・厚生労働省調べ)

一■

響

■
」

響

蝦
瓢

鶴
0

、

孤立 させ なを障害者

 

10
(万
人
)
5

東
日
本
大
震
災
で
は
、
甚
大
な
被
害

を
免
れ
た
首
都
圏
な
ど
で
も
、
障
害
者

の
生
活
に
影
を
落
と
し
た
。

東
京
電
力
に
よ
る
計
画
停
電
で
は
、

実
施
時
間
が
地
域
ご
と
に
細
か
く
分
か

れ
て
い
る
た
め
、
東
電
は
3
月
22
日
、

専
用
の
案
内
ダ
イ
ヤ
ル
を
設
置
し
た
。

だ
が
当
初
、
電
話
番
号
の
み
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲
載
し
た
こ
と
か
ら
、

NHKニ ュー一ス

字幕 や手話 拡 充

聴
覚
障
害
者
は
問
い
合
わ
せ
が
で
き
な

か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
全
日
本
難
聴
者

・
中
途
失
聴
者
団
体
連
合
会
(全
難
聴
)

ま
、
フ
ァ
ク
ス
で
の
対
応
を
要
望
。
東

電
は
フ
ァ
ク
ス
で
の
間
い
合
わ
せ
に
も

応
じ
た
。

視
覚
障
害
者
に
は
節
電
自
体
が
行
動

の
バ
リ
ア
と
な
っ
て
い
る
。
全
日
本
視

覚
障
害
者
協
議
会
に
よ
る
と
、
地
下
鉄

町
会
独
自

こ
バ
リ
ア
解
肖

に
面
し
た
鍬
ヶ
崎
地
区
は
壊
滅
的

な
被
害
を
受
け
た
。
し
か
し
、
地

区
内
に
あ
る
人
口
約
1
1
0
人
の

角
力
浜
集
落
の
犠
牲
者
は
1
人
に

と
ど
ま
っ
た
。
町
内
会
で
独
自
に

津
波
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
っ

た
ほ
か
、
高
台
に
つ
な
が
る
坂
道

を
作
り
、
歩
行
が
困
難
な
人
の
た

め
の
リ
ヤ
カ
ー
を
用
意
す
る
な

ど
、
足
腰
の
弱
い
災
害
弱
者
が
避

難
す
る
際
の
バ
リ
ア
解
消
に
力
を

入
れ
て
い
た
た
め
だ
。
町
内
会
長

の
鳥
居
清
蔵
さ
ん
(72
)は

「日
頃

の
備
え
が
こ
の
結
果
に
結
び
つ
い

た
の
だ
と
思
う
」
と
語
る
。

津
波
に
よ
る
死
者
が
9
割
を
占

め
た
大
震
災
で
は
、
情
報
を
得
に

く
い
視
覚
、
聴
覚
障
害
者
や
、
移

動
の
難
し
い
身
体
障
害
者
な
ど
の

災
害
弱
者
が
逃
げ
遅
れ
、
津
波
に

の
ま
れ
た
り
、
被
災
地
に
取
り
残

さ
れ
た
り
し
た
と
見
ら
れ
て
い

る
。
全
国
障
害
者
問
題
研
究
会
の

荒
川
智
委
員
長
は

二

人
暮
ら
し

を
し
て
い
た
り
、
障
害
者
だ
け
で

生
活
し
た
り
し
て
い
る
人
は
、
す

ぐ
に
は
逃
げ
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う

だ
」
と
話
す
。

そ
の
一
方
で
、
角
力
浜
の
よ
う

に
避
難
が
う
ま
く
い
っ
た
地
区
も

あ
り
、
災
害
弱
者
を
ど
う
援
助
す

る
か
は
大
き
な
課
題
だ
。
近
い
将

来
、
東
海
、
東
南
海
、
南
海
地
震

の
発
生
が
予
測
さ
れ
る
東
海
、
四

国
地
方
の
自
治
体
は
、
独
自
に
避

難
の
バ
リ
ア
を
取
り
除
く
試
み
を

進
め
る
。
静
岡
県
焼
津
市
で
は
、

視
覚
、
聴
覚
障
害
者
向
け
に
災
害

の
駅
ホ
ー
ム
や
階
段
な
ど
が
暗
す
ぎ
、

弱
視
の
人
が
歩
行
に
危
険
を
感
じ
る
と

い
っ
た
声
が
相
次
い
で
い
る
。

一
方
、
N
H
K
が
全
国
放
送
の
ニ
ュ

ー
ス
で
字
幕
を
大
幅
に
増
や
し
、
教
育

テ
レ
ビ
の
手
話
ニ
ュ
ー
ス
も
拡
充
す
る

な
ど
の
配
慮
も
み
ら
れ
た
。
首
相
と
官

房
長
官
の
会
見
に
も
手
話
通
訳
者
が
付

い
た
。
た
だ
し
、
N
H
K
の
ニ
ュ
ー
ス

宮
古

メ
ー
ル
を
送
る
サ
ー
ビ
ス
を
始
め

た
。
海
岸
線
沿
い
の
平
地
に
市
街

地
が
広
が
る
高
知
県
安
芸
市
は
、

す
ぐ
に
高
所
に
逃
げ
ら
れ
る
既
存

の
建
物
を
津
波
避
難
ビ
ル
に
指
定

し
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
に
は
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
非
常
用
電
源

量
は
膨
大
で
、
3
月
11
～
17
日
の
1
週

間
、
字
幕
を
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
24
%
に
と
ど
ま
り
、
ロ
ー
カ
ル
ニ
ュ

ー
ス
で
は
字
幕
も
手
話
も
採
用
さ
れ
な

か

っ
た
。
全
難
聴
や
全
日
本
ろ
う
あ
連

盟
は
、
「
津
波
や
放
射
能
の
拡
散
な
ど
、

-
秒
を
争
う
事
態
で
は
、
障
害
者
に
と

っ
て
も
情
報
が
命
綱
に
な
る
」
と
改
善

を
要
望
し
て
い
る
。

も
備
え
た
病
院
や
福
祉
施
設
も
含

ま
れ
る
。

だ
が
、
大
震
災
の
被
害
は
想
定

を
超
え
た
。
広
範
囲
な
停
電
や
通

信
の
遮
断
が
発
生
、
携
帯
電
話
や

メ
ー
ル
の
利
用
は
限
定
さ
れ
た
。

大
津
波
は
安
全
な
は
ず
の
避
難
所

も
襲
っ
た
。
多
く
の
自
治
体
が
地

域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
検
討
し

て
お
り
、
災
害
弱
者
対
策
も
例
外

で
は
な
い
。

要
支
援
者
を
集
め
て
ケ
ア

障
害
者
に
は
、
避
難
し
た
先
で

も
困
難
が
待
ち
受
け
る
。
視
野
に

障
害
が
あ
る
八
戸
市
の
福
井
慶
子

翼

ー

蟻
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幅

さ
ん
(34
)は
地
震
直
後
、
近
く
の

避
難
所
に
家
族
と
と
も
に
入

っ

た
。
食
事
な
ど
避
難
所
生
活
に
必

要
な
情
報
が
書
か
れ
た
貼
り
紙
は

読
む
の
が
難
し
く
、
拡
声
機
を
使

っ
た
ア
ナ
ウ
ン
ス
も
聞
き
取
り
に

く
か
っ
た
。
人
混
み
や
乱
雑
に
置

介護用ベ ッドが必要な障害者や高
齢者を、救護班(奥)の あるホー・
ルに集めてケアをする福島県郡山

市の 「ビッグパ レットふくしま」

か
れ
た
荷
物
で
安
全
に
歩
け
ず
、

ト
イ
レ
に
も
行
け
な
い
。
結
局
、

4
時
間
ほ
ど
で
あ
き
ら
め
て
、
親

類
宅
に
向
か
っ
た
。

避
難
所
の
環
境
は
障
害
者
に
と

っ
て
厳
し
い
が
、
少
し
ず
つ
改
善

へ
の
取
り
組
み
も
進
ん
で
い
る
。

約
1
0
0
0
人
が
生
活
す
る
福
島

県
郡
山
市
の

「ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト

ふ
く
し
ま
」
で
は
、
介
護
や
医
療

が
必
要
な
障
害
者
や
高
齢
者
を
、

救
護
班
の
あ
る
1
階
の
ホ
ー
ル
に

集
め
、
移
動
困
難
な
人
に
は
介
護

員
ら
が
食
事
を
運
ぶ
。
通
路
も
広

く
し
て
、
車
い
す
や
視
覚
障
害
の

人
も
通
り
や
す
く
し
た
。

災
害
弱
者
の
避
難
に
詳
し
い
摂

南
大
学
の
田
中
直
人
教
授
は
、「施

設
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
の
は
も
ち

う
ん
、
聴
覚
障
害
者
の
た
め
電
光

掲
示
板
や
筆
談
用
具
、
知
的
障
害

の
人
が
絵
を
指
さ
し
て
意
思
を
伝

え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー

ド
な
ど
を
備
え
る
必
要
が
あ
る
」

と
指
摘
す
る
。

さ
ら
に
、
全
日
本
ろ
う
あ
連
盟

な
ど
は
先
月
、宮
城
県
気
仙
沼
市
、

石
巻
市
の
避
難
所
な
ど
に
、
聴
覚

障
害
者
の
た
め
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア

チ
ー
ム
を
派
遣
し
た
。
孤
立
し
が

ち
な
障
害
者
の
心
の
ケ
ア
に
も
手

が
差
し
の
べ
ら
れ
て
い
る
。

問
題
は
、
避
難
所
以
外
の
場
所

で
孤
立
し
て
い
る
障
害
者
が
多
く

い
る
と
見
ら
れ
、
そ
の
数
が
把
握

で
き
な
い
こ
と
だ
。

「日
本
障
害

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
(東
京
都
新
宿
区
)

は
、
仙
台
市
、
郡
山
市
に
拠
点
を

置
き
、
障
害
者
の
安
否
確
認
を
し

て
い
る
が
、
難
航
し
て
い
る
。

発
達
障
害
者
の
調
査
を
し
た
中

京
大
学
の
辻
井
正
次
教
授
は
、「震

災
直
後
、
多
く
の
人
が
避
難
所
生

活
を
あ
き
ら
め
、家
に
戻
っ
た
り
、

車
で
過
ご
し
た
り
し
た
よ
う
だ
。

そ
の
後
の
安
否
が
分
か
ら
な
い
人

が
、
と
く
に
大
人
に
多
い
」
と
話

す
。支

援
の
届
か
な
い
障
害
者
を
生

ま
な
い
た
め
に
も
、
避
難
所
の
環

境
整
備
は
重
要
だ
。
盲
、
ろ
う
、

養
護
な
ど
特
別
支
援
学
校
を
避
難

所
と
し
て
活
用
す
る
な
ど
の
工
夫

も
必
要
だ
。


